
平成25年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

○教育委員会運営事業

・ 教育委員会定例会を毎月/１２回、臨時会を５回開催、直面している諸課題の解決のため全員協議会を１回開催した。

・ 関係機関・組織の研修会・会議等にも積極的に参加した。

・ 現場の状況把握のため市内学校・幼稚園訪問及び共同調理場視察を実施した。

・ その他入学式・卒業式の儀礼的行事への臨席を含め、全市的な学校行事に出席した。

課　名 教育総務課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

事
業
概
要

10 1 1 272 頁 教育委員会費 教育委員会運営事業

教育委員会の適切な運営維持を図る
目
的

臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

経常 教育委員会運営事業
教育委員会管理運営・
研修会等参加

報酬 1,924 1,660

対
象

教育委員

1,660 3

国・県支出金 市債 その他 一般

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２３条に規定する事務の管理執行について、審議決定するための教育委員会の
運営

評価

計 1,924 1,660 1,660
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２３～Ｈ２５（決算額）、Ｈ２６（予算現額） ６．Ｈ２７年度予算の方向性

１２回 目標 － 目標 － 目標

成
果
指
標

指標名 教育委員会の運営 目
標
年
度

Ｈ27

指標の設定理由

定例教育委員会の開催、及び臨時会、教育委員会全員協議会の積極的な開催
により、様々な案件に対する積極的な議論を行い教育行政の円滑な運営を図る数値 －

成果指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 活動指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

教育委員会の運営
－ －

活
動
指
標

指標 a 定例会の開催 ｂ 研修会 ｃ 学校訪問 ｄ

数値 目標

－
a

定例会の
開催

回
12

100.0

回 12 回 12 回

－ － － ％ 100.0 ％ 100.0 ％

b 研修会 回
9 回 8 回 9 回

－ － －

うち経常経費 2,016 1,622 1,660 1,725

課題
c 学校訪問 ヶ所

23 ヶ所 24 ヶ所 27 ヶ所

社会変化を見るとともに、市の行政改革及び教育現場の実情・実態を
踏まえた諸課題への適切な対応が求められていること。

－ － －

－ － －

市　　債

対応（改善点等） － － －

定例会・臨時会に限らず、全員協議会を頻繁に開催し、教育現場の視
察や現場との意見交換を行いながら諸課題へ適切な対応をしていく。

決 算 額 （千円）
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 方向性

2,016 1,622 1,660 1,725
前年並

財
源

国　　費 理由

県　　費

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

法令に基づく事務事業であり、
目的達成のたるに必要不可欠
な事業であるため。

市　　債

そ の 他

一般財源 2,016 1,622 1,660 1,725

うち経常 2,016 1,622 1,660 1,725

事業費に係る人件費 4,515 3,435 3,487 4,214

源
内
訳

事業費に係る人役 1.05 0.80 0.80 0.95

着眼点 分析 分析根拠

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 法定の事務事業である。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3
法令により設置が義務付けられてい
る教育委員会が実施主体である。

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 1 教育委員に限る。

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3 適切に運営されている。

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3
期待したとおりの成果が上がってい
る。

事業の方向性 評価内容

継続 新制度の趣旨に基づき、適正な運営を行うこと。
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